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① 授業のねらい・概要 

本講義では、新潟県の産業や企業の事例を通して、地域経済の実態を理解することを目的とする。地元産業の特徴や企業活動を具体

的に学ぶことで、地域社会と経済の関係を多角的に捉える。また、地域企業の理解に加え、金融業界で活躍する実務家による特別講

義も予定しており、異なる分野の視点から経済・経営の現場について考察する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式を基本とし、新潟県の産業構造や企業事例を取り上げながら解説する。必要に応じて資料や映像を活用し、現場理解を具体

的に深める。また、理解の整理を目的としてワークシートや振り返り活動を取り入れる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目と履修に望ましい予備知識・技能 

経済・経営の現場を知る２ 

⑤ テキスト（教科書）※授業で使用する。 

指定教科書は使用しない。授業内で資料を適宜提示する。 

⑥ 参考図書・指定図書 ※授業では使用しないが、授業内容に関係し、理解を深めるために必要とする。 

昭文社旅行ガイドブック編集部（2021）『新潟のトリセツ』昭文社。 

その他、授業内で適宜紹介する。 

⑦ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

地域経済や企業活動を具体的な事例から学ぶことは、経済・経営を理解するうえで重要である。本講義を通して、新潟の産業や企業

への理解を深めるとともに、現実の経済活動を主体的に捉える視点を養ってほしい。 

⑧ 評価Ａに対応する具体的な学習到達目標の目安 

(1)現場の事例を整理し、自分の見解を説明できる。 

(2)事例企業のビジネスモデルを整理して説明できる。 

(3)授業内容を踏まえ、地域や将来の進路等に結びつけた具体的な提案・応用例を示すことができる。 

⑨ ルーブリック 

評価基準 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

評価項目 

到達目標を越えた

レベルを達成して

いる 

到達目標を達成し

ている 

到達目標達成には

やや努力を要する 

到達目標達成には

努力を要する 

到達目標達成には

相当の努力を要す

る 

(1) 現場の事例

を踏まえ、

経済・経営

を現実的な

視点から考

察できる。 

複数の事例を用

い、背景・要因・

結果を整理したう

えで、事例間の比

較を行い、自分の

見解を根拠ととも

に論理的に述べる

ことができる。 

複数の事例を用

い、背景・要因・

結果を整理したう

えで、自分の見解

を根拠を示して述

べることができ

る。 

事例の背景・要

因・結果を整理

し、自分の見解を

述べることができ

る。 

事例の背景・要

因・結果の主要な

点を挙げ、自分の

考えを述べること

ができる。 

事例の内容を整理

して自分の考えを

述べることができ

ない。 

(2) 経営戦略・

ビジネスモ

デルの理解 

事例企業のビジネ

スモデルを要素に

分解し、強み・課

題を比較の視点か

ら整理し、根拠を

示して説明でき

る。 

事例企業のビジネ

スモデルを要素に

分解し、強み・課

題を比較の視点か

ら整理できる。 

事例企業のビジネ

スモデルの要素を

整理し、強み・課

題を説明できる。 

事例企業のビジネ

スモデルの要素を

挙げて説明でき

る。 

ビジネスモデルを

説明できない。 

(3) 実務的視点

と応用力 

授業内容を踏ま

え、地域や将来の

進路等に結びつけ

た具体的な提案・

応用例を示し、実

現方法や留意点も

授業内容を踏ま

え、地域や将来の

進路等に結びつけ

た具体的な提案・

応用例を示すこと

ができる。 

授業内容を踏ま

え、地域の課題や

企業の取組に関し

て自分の視点で具

体的に考えを述べ

ることができる。 

授業内容に関連づ

けて自分の考えを

述べることができ

る。 

自分の考えをまと

めて述べることが

できない。 



 

 

含めて説明でき

る。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

⑩ 学習の到達目標（評価項目）とその評価の方法、フィードバックの方法 

学習到達目標（評価項目） 
定期試験 

（レポート含む） 
小テスト 課題 

発表・ 

実技 

授業への 

取組姿勢･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  30%  10%  100% 

(1) 現場事例にもとづく考察力 25%  10%  5%  40% 

(2) 経営戦略・ビジネスモデルの理解 25%  15%  3%  43% 

(3) 実務的視点と応用力 10%  5%  2%  17% 

評価項目「その他」詳細  

フィードバックの方法 課題（ワークシート等）は授業内で要点を共有し、理解の整理を行う。 

⑪ 授業計画と学習課題 

回数 授業の内容 授業外の学習課題と時間（分）（※特別な持参物） 

1 ガイダンス：地域経済を学ぶ視点 
新潟県の産業や企業について関心のある事例を一つ調

べ、特徴を簡単にまとめる 
120 分 

2 新潟県の産業構造 
新潟県の主要産業について、配布資料や新潟県の統計資

料を参考にしながら特徴を整理する。 
120 分 

3 ものづくり産業 燕三条地域の産業の特徴や強みを整理する 120 分 

4 食品産業 
新潟の米・日本酒産業の特徴とブランド力の要因を整理

する 
120 分 

5 観光と地域資源 
新潟の観光資源を一つ取り上げ、地域経済との関係をま

とめる 
120 分 

6 中小企業と地域経済 中小企業が地域社会に果たす役割を具体例で整理する 120 分 

7 地域企業事例① 取り上げた企業の事業内容と特徴を整理する 120 分 

8 地域企業事例② 取り上げた企業の事業内容と特徴を整理する 180 分 

9 人口減少と地域経済 人口減少が地域産業に与える影響を整理する 120 分 

10 地域経済と雇用 新潟県の雇用の特徴（業種・働き方など）を整理する 120 分 

11 ◆外部講師による講義（金融業界の現場から学ぶ） 
講義内容の中で印象に残った点を整理し、地域経済との

関係をまとめる 
120 分 

12 地域経済と全国経済 地域経済と全国経済のつながりを具体例で整理する 120 分 

13 地域経済の課題 新潟県の課題を一つ選び、背景と影響を整理する 180 分 

14 授業内容の整理 
これまで扱った地域産業や企業事例を振り返り、重要な

ポイントを整理する 
120 分 

15 総括 授業全体を振り返り、地域経済への理解をまとめる 180 分 

⑫ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型アクティブラーニングとして、ワークシートや振り返り活動を取り入れ、地域産業や企業への理解を深める。 


